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「医・薬の強固な連携で、
  地域の健康と安全をけん引する」

青木 桂生
　　　　　　×
神野 正博

株式会社クスリのアオキ取締役会長

社会医療法人財団董仙会理事長



医・薬の強 固な連携で、
地域の健 康と安全を
けん引する  。

今年 30周年を迎え売上高 1,144億円、従業員  数 6,827人を数えるクスリのアオキは、東証一部に上

場する北陸を代表する全国企業です。医と薬が  連携したヘルスアップセミナーは各地で好評を博し、

予防やコンサルティングに向けた動きも活発で  す。青木桂生会長と神野正博理事長が語り合いました。

富山は富山大学附属病院、福井は福井大学医学部附

属病院の先生方に協力いただいております。

神野●会長が次はどんなことを考えておられるのか。

私たちとコラボするとすればどんなことがあるか、実

は楽しみにしています。

青木●今、いくつか考えておりまして、一つは高齢

化に対応するマーケットをどうつくるか。高齢化社

会はある意味、買い物難民を生みます。当社はスー

パーマーケットではありませんが、高齢者を含めて地

域の方々が必要なものをどう品揃えするか常に考え

ています。少子化対策も重要です。調剤は医療費控

除の対象になりますが、少子化に対する控除はあり

ません。何か手立てを講ずる必要があると思います。

医療と連携してぜひ進めたいのは、予防です。今後、

医療は混合診療などいろいろ変わる可能性がありま

す。エビデンス（科学的な根拠）に基づいた検証とか、

きちんとしたデータに裏づけられたアドバイスができ

る栄養士、薬剤師による相談、コンサルティングはま

すます重要になります。先生方と連携して、私たち

が地域の人たちの受診につながる入口になりたいと

考えています。

高齢化社会は買い物難民を生む

神野●青木会長は、モータリゼーション時代を先読

みし、街中から郊外にいち早く出店し、今はまた住宅

近くに目を向けるというように、イノベーターとして

の発想と先見性にはいつも驚かされます。会長とは、

ヘルスアップセミナーを通じて親しくさせていただい

ておりますが、そもそもどういう経緯からセミナーを

おはじめになったのですか？

青木●私どもは、30 年前に小さな薬局から現在のド

ラッグストアに変わりまして、はじめは企業として

やっていけるかどうか苦労の連続でした。なんとか

やれるようになったころから、何か地域の役に立ちた

い、地域のなかで提案型の業態をつくりたい気持ち

がありました。たまたま私が昔、勤務していた病院

で恵寿総合病院の前病院長である山本達先生と親交

があり「地域のために何かやりましょう」と話していた

のを思い出し、ヘルスアップセミナーを企画したのが

最初です。今から 14 年ほど前です。以来、金沢医科

大学病院や金沢大学附属病院の先生方にご協力いた

だいて、これまでに延べ 40 回近く開催しております。

青木 桂生
株式会社クスリのアオキ

取締役会長

青木 桂生 1976 年 6月
1981 年 11	月
1985 年 1月
2003 年 8月
2010 年 8月

有限会社青木二階堂薬局設立取締役
有限会社青木二階堂薬局代表取締役
株式会社クスリのアオキ設立代表取締役
株式会社クスリのアオキ代表取締役会長
株式会社クスリのアオキ取締役会長（現任）

● AOKI KEISEI
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医・薬の強 固な連携で、
地域の健 康と安全を
けん引する  。

今年 30周年を迎え売上高 1,144億円、従業員  数 6,827人を数えるクスリのアオキは、東証一部に上

場する北陸を代表する全国企業です。医と薬が  連携したヘルスアップセミナーは各地で好評を博し、

予防やコンサルティングに向けた動きも活発で  す。青木桂生会長と神野正博理事長が語り合いました。

予防やコンサルティングが強み

神野●アオキさんは、薬のほかに食料品や衛生用品

も扱っておられます。私はこれも先見性の一つだと思

います。おっしゃったように地域の高齢化が進んでい

くと、薬の宅配とか、大人用の紙オムツとか、あるい

は野菜や卵や納豆といった食品も一緒に配達してほ

しい要望はきっと出てくると思います。ただ薬は一か

月分出せますけど、食品はそういうわけにはいきませ

ん。だから訪問看護師さんや介護職の方など、たと

えば在宅のお年寄りを見守る人の力を借りる、逆にド

ラッグストアのスタッフが、薬や日常品を宅配する際

に、在宅のお年寄りの健康状態を見て、異変があれ

ば近くのクリニックや訪問看護ステーションに連絡を

する。いってみれば、地域の〝見守り総力戦″のなかに、

ドラッグストアが入ってくる時代が、すぐそこまで来

ている感じがします。

青木●地域コミュニティと、私たちのお客様がより良い

関係をつくることは大事になっています。私たちが病院

と連携して情報交換する場を提供したり、お客様にいか

に近づいていくかも大きなキーワードだと思います。

神野 正博
社会医療法人財団董仙会

理事長

神野●コンビニでも、最近は配食サービスや薬の販

売、薬を取り寄せて宅配するところが出てきています。

利用者からすればドラッグストアとどっちが安心か、

になるわけです。

青木●そう思います。ドラッグストアとコンビニと

スーパーマーケットの垣根、境目がますますなくなっ

てきていますからね。

神野●その時に、私は会長がおっしゃった予防やコ

ンサルティング機能があれば、強みになると思いま

す。地域のお客様の顔を見て、健康相談やアドバイ

スをしたり、具合が悪ければ近くのクリニックを紹介

できれば、クスリのアオキは強いですよ。病院や開業

医の先生も、薬剤師さんや栄養士さんから患者さん

がどんな薬を飲んでいて、栄養状態はどうかがわか

ります。患者さんも安心して受診できます。

青木●予防に対して、先生方と対話ができる場をど

うつくるか、今検討しているところです。県内に、あ

る程度の敷地をもった場所で、予防とか健康に関す

る相談ができるコミュニティをつくる計画が進んでい

ます。そこで先生方にご協力をいただいて、仮に簡

易検査ができれば、先生の判断で受診のきっかけに

なります。そういう受診勧奨のきっかけになる店づく

りを、今後考えていきたいと思っています。

神野 正博 1995 年	 特定医療法人財団董仙会（2008 年 11 月より
社会医療法人財団に改称、2014 年創立 80周年）理事長
2011 年	 社会福祉法人徳充会理事長併任
専門は消化器外科
全日本病院協会副会長、七尾市医師会長、
石川県病院協会理事

● KANNO MASAHIRO
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パーソナルヘルスレコードを
持つ時代

神野●それはありですね。セルフメディケーションが

進んで、自分で薬を買って飲む人も増えてきています。

だけど一方で相談機能も欲しい。薬局で薬剤師さん

に調剤してもらうときに、ドクターに相談できる機能

があれば有難いわけです。薬剤師さんも、ドクターと

連携することでモチベーションが上がる。ドクターも

薬剤師さんのコンサルを受けた患者さんを紹介して

もらうことで、基本情報がわかるので次の検査を決

定しやすくなります。

青木●アメリカのミネソタ州にあるミニッツクリニッ

クに行ったことがあります。アメリカでは上級看護師

といって、看護師に処方権を与えて、風邪薬など軽

度な薬品を処方できるようになっています。そういう

動きが日本でも出てくるかもしれませんね。

神野●ナース・プラクティショナー（NP）ですね。ア

メリカでは上級の看護師に一定レベルの診断や治療

などを行うことが許されています。日本では「特定看

護師（仮称）」といって、厚生労働省が導入を検討して

います。どちらかといえば在宅医療向けですが、在

宅で看護師しかいない時に、たとえば目の前の患者

さんが脱水症状を起こして医師に連絡する時間がな

い場合、特定看護師が点滴を施す。じょくそうがひ

どい人に、合う薬を選んで塗ってあげる、風邪薬を

出すなどの権限を与えてもいいのでは？という話が進

んでいます。

青木●イギリスでは特定の薬剤師は処方権がありま

す。アメリカは看護師の変化が起きている。日本も近

いうちに大きな変化があるかもしれません。医療保険、

介護保険を含めて日本は今後、財源をどうするかが

大きな問題です。無駄な薬をどこまで減らすかも重

要です。前々から感じていることですが、処方箋が

あれば、全国どこの調剤薬局へいっても薬を処方し

てもらえるとか、自分のカードを見せれば、北海道や

沖縄でも薬を受け取れる。そういう仕組みをつくるた

めの情報の一元化も今後の課題だと思います。

神野●確かにいろんな仕組みを変えていかないと日本

の医療費はもちません。今までは医療と医療の連携、

医療と介護の連携でした。次の時代は、医療と介護と

薬をうまく使って、管理して、自分の生活や生き方に

つなげるか。その最終形が重要になると思います。会

長がおっしゃった予防やコンサルティング機能、セル

フメディケーションを活かしながら、自分の健康管理

データを持つ。病院のカルテとは違う、ある種のパー

ソナルヘルスレコードをつくる仕組みが必要じゃない

かと思います。管理者は、あくまでも自分です。
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～予防社会を見据えて～

［日時］ 10月４日 開場/12：30
開演/13：30（16：00終演予定）

［会場］ 七尾サンライフプラザ（大ホール）
 七尾市本府中町ヲ部38番地　TEL.0767-53-1161

・健康フェア同時開催 10：00～13：30（中ホール）

●主催/石川テレビ放送　●共催/NPO法人アオキヘルスネットワーク　●協力/恵寿総合病院、クスリのアオキ　●後援/七尾市、中能登町

入場無料

クスリのアオキ

クスリのアオキ

本年度の「クスリのアオキ ヘルスアップセミナー in 七尾」では、藤岡洋介医師、北川直孝医師が講演を行
います。お二人に講演のポイントをお聞きしました。

「よくある病気の専門医！
  家庭医のお話」

「循環器医師が教えます！
  元気寿命の3カ条」

「家庭医」ってどういう医者？
1.「診療範囲の広さ」…
よくある病気であれば、0 歳から 100 歳まで、男性でも女性で
も診察します。すべての診療科と協力して、妊娠、出産、子
供から老人まで、“家族みんなの健康”への取り組みの維持・
発展に貢献していきたいと考えています。
2.「予防活動にも力を」…
健診や予防接種といった予防活動にも力を入れており、「未病」
のうちに防ぐという観点を強く持っています。

元気寿命の 3 か条、それは
１.「血管を若々しく保つ」
２.「動ける身体を保つ」
３.「頭を元気に保つ」　　です。
どれも大切ですが、とくに重要なのが血管です。血管の関係
する病気と言えば、脳卒中や心筋梗塞がありますが、いずれ
も「血管の錆びつき」である「動脈硬化」が原因です。こういっ
た病気になると、麻痺が残ったり、心臓の機能が低下して生
活が制限され、「動ける身体を保つ」ことも「頭を元気に保つ」
こともできなくなってしまいます。「元気寿命」のために、「血
管を若々しく保つ」ことを心掛けたいですね。

講 演 1 部

講 演 ２ 部

家族みんなの医療センター
家庭医療科 科長

藤岡 洋介

恵寿ハート（心臓血管）センター
循環器内科 医長

北川 直孝

米国家庭医療学会 専門医

日本プライマリ・ケア連合学会

プライマリ・ケア認定医・指導医

日本内科学会 認定医・指導医
日本循環器学会 循環器専門医
日本心血管インターベンション
　　　　　　　　治療学会 認定医
日本不整脈学会ICO/CRT研修終了

き た が わ

ふ じ お か

な お た か

よ う す け

● 講演のポイント

● 講演のポイント
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――脊椎圧迫骨折に対する風船（バルーン）療法につい

て教えてください

横山●まず脊椎圧迫骨折とは、高齢者で骨粗しょう症（骨

がもろくなる病気）の方によくみられる、せぼねの骨折で

す。せぼね（脊椎）が、押しつぶされるように変形してし

まう骨折です。

　従来は保存的療法と言って痛みが取れるまで１か月ほど

ベッド上で安静にしていただくしか治療法がありませんで

した。この骨折は高齢者に多いため、長い間ベッドに寝た

ままとなると足腰が弱くなってしまったり、認知症が進ん

でしまうといった合併症が問題となります。このような患

者さんに対して、なんとか早く社会復帰していただきたい

と思っていました。

　そんな時に、手術によってすぐに痛みが軽減でき、生活

の質をあげることが期待できる Balloon Kyphoplasty【バ

ルーン カイフォプラスティ】（略して「BKP」と呼ばれて

います）と呼ばれる新しい治療法を知りました。2011 年１

月より公的保険が適用されるようになり、当院でも 2011

年より行っています。

　この手術は脊椎圧迫骨折によってつぶれてしまったせぼ

ねを、もとの形に近づけ痛みをやわらげる手術です。

　手術は全身麻酔で行い、まず背中側から折れたせぼね

の両脇に 1cm 程度の小さな穴を開け、小さな風船（バルー

ン）のついた器具を入れます。次につぶれたせぼねの中で、

風船をふくらませもとの形に近づけます。風船でふくら

ませた部分に医療用のセメント（骨セメント）を入れ固

めます。

　この手術の特長は、約 45 分間という短時間で手術が終

わり、手術直後に痛みの軽減が行えることです。手術によっ

て今まで痛みで動けなかった患者さんが歩けるようにな

り、生活の質も向上します。入院期間も短縮できる利点が

あります。

全国でも珍しい脊
せき

椎
つい

圧迫骨折（せぼねの骨折）の新しい治療法である
風船療法（正式名 バルーンカイフォプラスティ）を行っている
恵寿金沢病院 横山光輝先生に、風船療法について、整形外科・リウマチ科を
受診される患者さんへの思い、今後の抱負などを聞きました。

患者さんの痛みを早期にとってあげ、
元の生活に戻ってもらう近道を探し
健康寿命を延ばすことが
整形外科・リウマチ科の役割です。

横山 光輝
よこやま　みつてる

1990 年金沢大学医学部卒業
金沢大学整形外科助手
富山県立中央病院整形外科医長
金沢医科大学整形外科講師などを歴任
恵寿金沢病院整形外科部長

恵寿金沢病院 整形外科・リウマチ科 【学会専門医】
日本整形外科学会認定整形外科専門医　リウマチ医
　　　　　　　　　　　　　　　　　　運動器リハビリテーション医
日本手外科学会認定　手外科専門医
日本体育協会認定　スポーツドクター

ドクターインタビュー

手術後の切開跡

①背中から針を挿入し小さ
な風船のついた器具を入
れます

②風船を徐々にふくらませ
できるだけ骨折前の形に
戻します

③風船を抜きその空間を満
たすように骨セメントを
充填します

④ 45 分程度で手術は終了。
セメントは手術中に固ま
ります

手術の方法
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――対象となる患者さんはどんな方ですか？

横山●脊椎圧迫骨折で２～３週間の十分な保存的治療に

よっても、背中の痛みが取れない方を対象としています。

全身の健康状態等によっては、手術を安全かつ有効に行

なうことができないために手術の対象とならない場合もあ

ります。また１ヶ月以上前に骨折した患者さんで骨がくっ

つかない（偽関節）状態になっている患者さんも対象にな

ります。このような方はすぐに手術を行います。

――この手術は北陸では珍しいとお聞きしました。患

者さんの人数や外科手術の実施件数はどれくらいで

すか？

横山● 2011 年より22 例の実績があります。年々実施件数

は増えていますし、この数は高齢化によって今後もさらに

増えていくと思います。もちろん恵寿総合病院と連携し、

能登地域の方々で手術の対象となる方にも受けてもらえま

す。しかしこの手術は、脊椎脊髄病医であり手術のトレー

ニングを受けた医師しかできないことになっているため、

あまり全国的に広がっていないことが現状です。恵寿金沢

病院では、脊椎脊髄病の専門医と密に連携を取りこの手術

を行っています。

――患者さんがこの手術を受ける際の注意点があれば教

えてください

横山●全身麻酔をかけることができる方であればこの手術

は可能です。全身状態が良ければ大きな出血をする手術で

はありませんので、積極的にこの手術をおすすめしていま

す。当院では最高 91 歳の方がこの手術を受けて、現在は

歩行もできるようになっています。しかし手術を受けたか

らといって治療が終わるわけではありません。もともと骨

粗しょう症のために、せぼねの骨折が起きたわけですから、

骨を丈夫にする（骨密度をあげる）治療を継続しなければ

なりません。具体的には PTH 製剤（商品名 フォルテオ、

テリボン）という注射が必要になります。

――患者さんの診療で大切にされていることがあればお

聞かせください

横山●整形外科・リウマチ科を受診される患者さんで一

番困っている事は「痛み」です。その痛みをとって元の生

活に戻りたいと思っています。元の生活に戻っていただく

近道はどうしたらよいかを考えながら診療を行っていま

す。そして、少しでも患者さんの生活の質を上げることを

考えています。

――患者さんの反応はいかがでしょうか？

横山●満足されています。脊椎圧迫骨折はもともと一般的

な骨折でしたが、ベッド上で安静にしておくしか治療法が

ありませんでした。しかし早期にベッドを離れていただき、

体を動かすことによって認知症の進行を遅らせることもで

きますし、早く歩くことによって健康寿命をのばすために

このような治療が望ましいと思います。

　当院の強みとしては X 線透視装置が２台ありますので、

手術時に側面・正面から同時に透視しながらで正確に手

術を実施することができます。これくらいの規模の病院で

X 線透視装置が２台あるのは稀だと思います。

――今後の抱負をお聞かせください

横山●恵寿金沢病院と名称が変わり、これをきっかけとし

て石川県、金沢の中心部にあるこの病院が、地域住民の方々

に十分認知していただき、地域の医療の中心となり、患者

さんに必要とされる病院となれるように頑張って行きたい

と思います。

整形外科・リウマチ科 土屋雅信医師(左から2番目)、外来スタッフとともに
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助産師として約 30 年間、多くの新しい命の誕生に立ち会ってきましたが、仕事
が大変だと思ったことは一度もありません。出産するお母さんの力、生まれてく
る赤ちゃんの力などが私にエネルギーを与えてくれるからだと思います。楽しみ
ながら仕事を続けてきました。

看護人生をかけて
これまでは赤ちゃんの「産声」に力を入れて仕事をしてきましたが、残りの看護
人生を「不妊の方のために力を注ぎたい」と考えるようになりました。不妊に悩
む方の気持ちに寄り添い、患者さんの意思決定支援をしていきたいです。また、
思春期を迎える方にも、講演などを通じて、感染症のリスクなど、将来不妊にな
らないような身体づくりの手助けができればと考えています。

介護の現場はチームでのケアが重要なので、多職種と連携、協働して、利用者ひ
とりひとりにあったケアができるよう努めています。また利用者の方には、自分
から声をかけるようにしているほか、常に笑顔で接することを心がけています。

けいじゅ5（ファイブ）での活動について
けいじゅ 5（ファイブ）とは、介護職 5 名で結成したグループ名です。結成のきっ
かけは、高齢者が学びで元気になる、という新しいタイプのデイサービス「おと
なの学校」の講演を聞いたことです。そこではスタッフの方が楽しそうに活動を
行っていました。けいじゅ 5（ファイブ）の活動を通して、高齢者のみならず、
介護職そのものに対する活力になれればと考えています。

ひとりひとりに
あったケアを

前浜 静香
MAEHAMA SHIZUKA

【恵寿総合病院 看護師長・助産師】

吉田 美恵子
YOSHIDA MIEKO

【介護老人保健施設和光苑 介護主任】

特定分野の熟練した看護技術と知識を磨い
た者が取得できるもので、日本看護協会が
認定した 21 分野の資格があります。前浜
さんは今年 7 月、県内では初めて「不妊症
看護」分野の認定看護師に合格しました。

高齢者が「元気」になれるよう、介護職 5
名のグループを結成しました。いろんなと
ころへ出向いて、昔懐かしい歌を一緒に歌っ
たり、座ったままでできる運動などを行っ
ています。

認定看護師とは…

けいじゅ5（ファイブ）とは…

【前浜さんの職場】明るく楽しい仲間たちと仕事をし
ています！

【吉田さんの職場】仕事をするうえで一番大切なの
はチームワーク！気の合う仲間たちです。

【大切な仕事道具】
私の「手」です。赤ちゃ
んを取りあげたり、お
母さんのお乳に触れる
ので、温かく、柔らか
な手であるよう気をつ
けています。

【大切な仕事道具】
最近導入されたスタッフ間
の「申し送りシステム」に、
このスマートフォンを活用
しています。欠かせない仕
事道具です。

紹介

県内初の
「不妊症看護」
認定看護師として
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社会福祉士として患者さんから医療費の相談、介護保険の相談、病気に関連して
発生する心配事などの相談に応じています。医療現場では治療が優先され、医療
側の意見が通りやすい傾向になると思うので、福祉職としていかに患者さんの思い
を組み込んでいくかを日々意識しています。

身近な存在を目指して
また地域連携の業務として、転院の受け入れなどの調整、紹介患者さんの連絡調
整を行っています。金沢に勤務地が変わり、まだまだわからないことばかりですが、
地域住民の皆さんや地域の医療機関にとって当院が利用しやすい、身近な存在に
なれるよう目指していきたいと思います。

本館横の海岸線清掃など病院の外の清掃、病院と各施設の可燃ごみの収集・運搬、
草刈り、害虫の消毒駆除などを行っています。患者さんや家族の方々に、いつもき
れいにしている病院だと思っていただけるように心がけて仕事をしています。病院
の職員や来院された方に「ご苦労様」「いつもきれいにしてくれてありがとう」と言
われると、とても励みになりもっと頑張ろうと思います。

設備管理ができるように
今は営繕担当として業務していますが、今後は職場仲間と同じ資格（ボイラー技士・
電気工事士・消防設備士）を取得して設備管理もできるようにしたいと考えてい
ます。

患者さんの
思いを
組み込みたい

きれいな
病院にしたい

荒木 千保子
ARAKI CHIHOKO

【恵寿金沢病院 地域連携
・医療福祉相談課課長（社会福祉士）】

大浜 勇介
OHAMA YUSUKE

【大成有楽不動産（株）
恵寿総合病院管理事務所 営繕係】

精神的・肉体的なハンディキャップなどに
より、社会の中で孤立したり、日常生活を
送るのが困難な人たちに対し、本人がそれ
ぞれの課題を解決し、よりよい生活が実現
できるように、専門知識と技術をもって援
助していく仕事です。

恵寿総合病院内に事務所を配置し、24 時
間体制で病院内の設備機器の保守管理、設
備の修理や交換を行っている会社です。

社会福祉士とは…

大成有楽不動産（株）とは…

【大浜さんの職場】営繕作業（海岸線清掃・ごみ運搬）
を忙しい時に手伝ってくれる大切な仲間です。

【荒木さんの職場】7 月から恵寿金沢病院になり、今
村さん（写真左）と社会福祉士 2 名体制で働いてい
ます。

【大切な仕事道具】
このリヤカーは、ごみ・草・枝など運搬
作業をする私の大切なマイカーです。

【大切な仕事道具】
連携医療機関を訪問
するときにいつも、
必要な書類などを入
れている愛着のある
かばんです。
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恵
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機
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編
】

● 医師を目指されたきっかけは？
　祖父の代からこの地で開業しており、院長である父の姿を見
て育ったので自然と医師の道を選びました。レールに乗ったつ
もりはないのですが、他の職業を考えたこともなかったですし
小学生の頃から周りの友達に「自分は医者になるんだ」と言っ
ていたと思います。
● 先生の専門領域は？
　消化器内視鏡専門医です。消化器内科が専門で、開業前
2006 年までは恵寿総合病院では健康管理センターで勤務して
いました。
● クリニックの特徴を教えてください
　負担の少ない経鼻内視鏡（鼻から）ができるクリニックです。
１日１人限定、要予約でやっています。鼻からの内視鏡は麻酔
や鎮静剤を必要とせず負担が少ないのが特徴です。どうしても
口からの内視鏡は苦しいというイメージがあり、受けなければ
いけない人が受けていない現実がありますので、そういう方に
ぜひ経鼻内視鏡を受けてもらいたいです。
　また、当院は、患者さんに安全と信頼を感じていただける風
通しのよいクリニックを目指して、スタッフ一同日々努力をし
ております。
　講師を招いての接遇研修や、院内での定期的なミーティング
を行い、スタッフ１人１人が自らを振り返りながら成長していけ
る職場づくりに努めています。和やかで親しみやすいスタッフ
が当院の自慢です。
● 地域連携についてどのようにお考えですか
　国の政策で病診連携が進められていますが、やはりクリニック
が総合診療科的な役割を担い、本当に必要な人を、専門医のいる
総合病院に紹介するのが理想だと思います。この地域は幸いにも
恵寿総合病院を含めた大きな病院が近くにありますので、病診連

携ということでは理想的な環境だと思います。また、連携病院の
勉強会に参加して、先生方を知ることで顔の見える連携を大事に
しています。恵寿総合病院はコールセンターを持っているのでど
こに紹介してよいかわかりやすいです。
● 先生独自の取り組みがありましたら教えてください
　内視鏡・生活習慣病はもちろん、院長は外科医ですし、一般
的なケガや整形外科的疾患などもこのクリニックで完結できる
ように日々邁進しています。また近年では在宅医療も求められ、
当院でも訪問診療を行っています。看取りも含め難しい問題も
多々ありますが、一番大切な事は患者さんとご家族との信頼関
係を築いていくことだと思います。まだまだ未熟ではあります
が、ケアマネジャー、訪問看護師、各施設との連携の輪に入り日々
経験を積んでおります。
● 地域の皆さんへのメッセージがありましたら教えてください
　この地で３代やってきているので、昔から知っている方も多
いですが、風邪でもケガでもちょっとした心配なことがあれば
来ていただければと思います。必要なら大きな病院に紹介いた
しますし、ひと通りの診療は行える環境にありますのでお気軽
に相談してください。

1993年３月	 島根医科大学医学部卒業
2006年	 恵寿総合病院健康管理センター勤務等を経て
2007年５月	 かじ内科クリニック開院

鍜 治 武 和 先 生
かじ・たけかず

かじ内科クリニック 内科・外科・消化器科

〒929-1811
石川県鹿島郡中能登町二宮ホ210-1

TEL	0767-76-0002

七尾

能登
二宮駅

七尾

越路小あおば
保育園

鹿島

二宮
金沢

JA 鹿島
鹿
島
バ
イ
パ
ス

県
道
七
尾 

・ 

鹿
島 

・ 

羽
昨
線

↑ ↑

↓

★

診療時間 月 火 水 木 金 土 日・祝
 8：30〜
12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

14：00〜
18：00 ○ ○ ／ ○ ○ △ ／

能登編はかじ内科クリニック・鍜治武和先生にお話を伺いました。

先生は負担の少ない鼻からの

内視鏡検査（経鼻内視鏡）に力を入れているほか、

和やかで親しみやすいクリニック作りもされています。

休診日:	日・祝、水曜AMのみ	土曜16:00まで

Profile 〜あなたには何でも相談できる家庭医（かかりつけ医）が  いますか？〜
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編
】

● 医師を目指されたきっかけは？
　母方の祖父がこの地で開業して、父が跡を継ぎました。
私が大学生の時に父は他界いたしまして 15 年ほどブランク
がありましたが、私も医師となりこちらで開業しました。も
ともと医療に興味があったわけですが、周りに医師が多かっ
たため自然とそうなったと思います。
● 先生の専門領域は？
　循環器内科です。金沢大学第二内科で循環器の研究室に
所属していました。疾患では高血圧や心臓病を専門として
います。
● クリニックの特徴を教えてください
　風邪など内科一般全部を診療しています。特に循環器疾
患に力を入れています。心臓の超音波も導入していますが、
クリニックでできる検査は限られており、CT や MRI、心臓
血管造影など必要があれば大きな病院の橋渡しをしていま
す。また在宅支援診療所として往診など在宅医療も行って
います。

● 地域連携についてどのようにお考えですか
　この地域は近くに大きな病院が多く、病診連携をとりや
すい環境にあります。患者さんの状態を見て総合病院の専
門医と連携を取り、適切な医療を受けられるように紹介し
ています。恵寿金沢病院の先生方にも大変お世話になって
おります。
● 先生独自の取り組みがありましたら教えてください
　心臓病の患者さんには心臓超音波検査やホルター心電図
など、当院でできる検査は当院で行い、心筋梗塞後の患者
さんのフォローも行っています。また向かいの特別養護老
人ホームに入所されている方も診療していますので高齢者
医療にも力を入れています。高齢者の方は複数の病気を持っ
ておられる方が多いので、総合的に診療を行っています。
　患者さんだけでなく、患者さんのご家族のことも気軽に
相談していただけるようなクリニックを目指しています。
　地域の皆さまが安心してかかることができる「かかりつ
け医」「家庭医」として相談窓口となるように、若い方から
お年寄りまで気軽に健康相談していただければと思います。

1984年３月	 日本大学医学部卒業
1984年４月	 金沢大学第二内科入局
1990年	 石川県立中央病院循環器内科勤務等を経て
1995年５月	 柴山クリニック開院

院　長

柴 山 真 介 先 生
しばやま・しんすけ

柴山クリニック 内科・循環器科

〒920-0901
石川県金沢市彦三町１丁目7-34
TEL	076-232-6377

り
通
大
三
彦 　わ家

金沢駅

めいてつ
エムザ

尾張町
橋場町

武蔵 森井書店
兼六園

小橋
鳴和

彦三緑地公園
←

↑

↓

★ P

診療時間 月 火 水 木 金 土 日・祝

  9：00〜
12：30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

15：00〜
18：00 ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／

金沢編では柴山クリニック・柴山先生にお話を伺いました。

先生は患者さんだけでなく家族の皆さんを診る

地域の家庭医を目指して活動されています。

Profile 〜あなたには何でも相談できる家庭医（かかりつけ医）が  いますか？〜 第 1 回
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〒926-8605 石川県七尾市富岡町94番　TEL.0767-52-3211  FAX.0767-52-3218

社会医療法人財団 董仙会
（けいじゅ  ヘルスケア  システム）

恵寿総合病院

私達は、患者・利用者の皆様の権利を尊重し、
信頼される質の高い医療により、地域に貢献します。

私達は、思いやりのある病院・施設づくりに努めます。

私達は、収支構造の安定した病院・施設を維持します。

私達は、董仙会の発展を通じ、職員の幸せを築きます。

信頼の心

思いやりの心

健全な経営

職員の幸せ

人命尊重、心身の健康第一の立場に立ち、職員が一体となって
地域住民の健康維持（予防、診療、リハビリテーション、介護）に努めると共に、
地域の中核医療施設として、社会、経済、文化の発展向上に貢献します。

基本理念


